
 

 

 

 

 

 

〇 「北九州 SDGs クラブ」とは 

  ① 創設の目的 

SDGs の達成のためには、産学官民による幅広い活動の推進が不可欠で、SDGs に関連する活動

にすでに取り組んでいる、又は関心をもっている団体・企業・個人等が参加できる組織「北九州

SDGs クラブ」を創設することで、会員同士の交流や情報交換を通じて、各々の活動の活性化を

目指す。 

 

  ② 会員 

下記を対象に幅広く参加を呼びかける。 

    ・SDGs の達成に関する活動を実施している団体・企業・個人等 

     ・SDGs に関心をもつ団体・企業・個人等 

       ・教育機関及びその学生・生徒・児童・教職員等 

  ※加入時には関心のある活動分野などを確認するため、エントリーシートをご提出いただきます。 

   ※SDGs に関心を持っているが、各種の活動へのアクセス・参加方法が分からないという個人・

団体の受け皿となるクラブをめざす。 

 

③ 活動内容 

・会員の募集（活動希望者や団体の加入申請の受付） 

     ・会員の活動等の情報共有及び交流会（活動発表会等、年に 2～3 回）の開催 

   ※会員間の協働・共助を円滑に進めることに主眼をおき、活動の活性化に資することを目指す。 

   ※具体的には、活動に際して不足する資源（マンパワー、ノウハウ、資材等）を、会員間で融通

しあうような形を想定しています。 

     ・会員の活動内容等の情報発信（PR） 

     情報共有・情報発信のために、特設ホームページ及び SNS を開設します。 

    ★ ホームページの役割 

      ・会員情報（個人を除く企業・団体・学校）の閲覧・検索 

      ・クラブの活動報告など、イベント等の告知 

      ・北九州市の SDGs に関する取り組みの紹介 

    ★ SNS（フェイスブック）（公開に向けて準備中）の役割 

      ・イベント告知など迅速な情報発信（ホームページへの誘導） 

      ・会員の SDGs に関する活動紹介・会員間の情報交換 

 

    ・会員による先進的、モデル的な活動の表彰・PR 

 

  ④ 問い合わせ先 北九州市企画調整局政策調整課 ℡：５８２－２１５６ 担当：増谷） 

        ホームページアドレス：https://www.kitaq-sdgs.com/ 

 

 

資料１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例 1】教育活動等外部講師の人材確保（企業・NPO・学校の連携） 

 

 

 

 

 

 

 

学校 

北九州 SDGsクラブ 

企業・NPO 

ホームページでテーマの検索 

〇外部講師依頼 

〇教材提供 

活用イメージ 

 

 【例３】 

【例２】 

※ 学校と企業・ＮＰＯが Win-Winの関係になれるような取り組みが

対象となります。 



 

 

 

 

 

 

 

１ 北九州市のＳＤＧｓ達成に向けた取組 

「ＳＤＧｓ」（持続可能な開発目標）は国連加盟国が合意した 2030 年の国際目標で、ＳＤＧｓの 17

のゴールの多くは「北九州環境未来都市」をはじめとした、これまでの本市の取組と大きく関連して

いる。 

こうした本市の取組は国内外で大きく評価され、平成３０（2018）年 4 月、ＯＥＣＤ（経済協力開

発機構）は「ＳＤＧｓ推進に向けた世界のモデル都市」として、アジア地域で初めて、本市を選定し

た。また、平成 30（2018）年 6 月には、国による「ＳＤＧｓ未来都市」に選定された。 

  

２ 本市学校教育におけるＳＤＧｓへのアプローチ 

〇 ＳＤＧｓの達成に貢献するＥＳＤの推進 

教育はＳＤＧｓの目標４「質の高い教育をみんなに」として位置付けられ、「教育が全てのＳＤＧ

ｓの基礎である」ともいわれている。 

また、本市が積極的に取り組んでいるＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）は、目標 4 の中のタ

ーゲットに、「ＥＳＤを通して持続可能な開発を促進するために必要な知識等を習得できるようにす

る」旨が示されている。 

本市教育活動全体を、ＳＤＧｓに示される１７の目標の視点から再整理しＥＳＤをはじめとしたあ

らゆる活動を通して、ＳＤＧｓの視点を踏まえた教育をしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ＳＤＧｓの視点を踏まえた本市学校教育の目標  

ＳＤＧｓの視点を踏まえた教育を推進し、多様な問題が絡み合い解決が困難な現代の課題の重要性に

ついて子どもたちが認識し、主体的・協働的に学び、行動するための能力・態度を育む。 

ＳＤＧｓの視点が含まれる学習のアプローチとしては、各教科、特別の教科 道徳等のほか、環境教

育・福祉教育・国際理解教育・キャリア教育・情報教育・人権教育等がある。 

 

ＳＤＧｓの視点を踏まえた本市学校教育について 

持続可能な開発目標（SDGs）と教育（ESD） 

貢献 

SDGsに向けて 

再整理 

資料２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

※ ＳＤＧｓとＥＳＤについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＳＤＧｓへのアプローチ（例） 

 SDGs 環境アクティブ・ラーニング（小学校第４学年）総合的な学習の時間 

・体験を通して、本市の自然環境・環境保全についての理解を深め、

実践力を高める。 

 

 

 

 人権教育教材集「新版 いのち」「北九州子どもつながりプログラム」道徳、特別活動 

・人権に関する理解を深め、自他共に大切にする心情を育む。 

 

 高齢者体験・車いすバスケット交流（小学校高学年）道徳、総合的な学習の時間 

・体験や交流活動を通して、共に生きようとする態度を育む。 

 

 職場体験、農村民泊体験学習（中学校第２学年）総合的な学習の時間 

・職業に関わる体験活動を通して、生き方、働き方、進路についての理解を深める。 

 

 文化交流（小学校第６学年～中学校）外国語活動、総合的な学習の時間 

・交流活動を通して、異文化理解を深め、共に生きようとする態度を育む。  

 

 ＩＣＴ活用（小学校第１学年～中学校第３学年）各教科、総合的な学習の時間、特別活動 

・ＩＣＴ機器の活用を通して、情報活用能力を育む。 

 

 

 

福 祉 

キャリア 

環 境 

国際理解 

情 報 

人 権 

ＳＤＧｓの視点を踏まえた学校教育のイメージ 

 

ＳＤＧｓの視点に立った教育活動で育成する資質・能力 
● 自分事として課題を捉える力  ● コミュニケーション力 
● 進んで参加する態度      ● 多面的・多角的・総合的な思考  

● 他者と協力する力       ● 未来像を予想した立案力 

● つながりを尊重する態度    ● 批判的に考える力          

 
目標４「質の高い教育を本市全ての子どものために」 

 

ＳＤＧｓ：貧困、紛争、テロ、気候変動、資源の枯渇・・・数多くの課題に直面し、安定してこの世界で

暮らし続けることができなくなっているといわれている。そんな危機感から、世界中の様々な立場の人々

が話し合い、課題を整理し、解決方法を考え、２０３０年までに達成すべき具体的な目標を立てたもの。 

・２０１５年に国連で採択された「２０３０年までの達成をめざす１７の目標」 

 

ＥＳＤ：Education for Sustainable Development の略で、「持続可能な開発のための教育」と訳されてい

る。環境、貧困、人権、開発などの様々な地球規模の課題について、自分のこととしてとらえ、その解

決に向けて自分から行動を起こす力を身につけるための教育。ＥＳＤの考え方は新学習指導要領でも示

され、グローバル人材の育成にも資する重要なもの。 

「ＥＳＤ推進の手引」（平成３０年５月改訂：文部科学省国際統括官付）が示され、学校現場においてＥ

ＳＤが浸透していくことを目標にしている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【Ｑ＆Ａ】 

Ｑ１： すべての学校が申込を行わなければならないか。 

Ａ１： 参加登録は任意だが、新学習指導要領や本市教育プラン等にも謳われ、「北九州Ｓ

ＤＧｓクラブ」を積極的に活用していただきたいと思います。 

 

Ｑ２： 申込についてはどのようにすればよいか。 

Ａ２： 添付してある「参加登録申込書」に記入し、教育委員会でまとめて申し込みを行

う予定です。 

 

Ｑ３： 申込用紙の「活動内容」はどう記入すればよいか。 

Ａ３： 現在、学校で行っている各教科、総合的な学習や道徳等から、SDGｓの視点に当て

はまる教育活動（資料２裏面参照）を記入してください。 

 

Ｑ４： 希望の人材を紹介してもらえるのか。 

Ａ４： 現在、「北九州ＳＤＧｓクラブ」のホームページがアップされています。 

    「会員の紹介」欄をクリックすると、ＳＤＧｓの目標ごとに「登録会員や取組」

が紹介されているので、こちらから連絡を取ることができるようになっています。 

 

 


